
開
室
に
あ
た

っ
て

深
江
財
産
区
管
理
会
長

生
活
文
化
史
料
室
理
事
長

太
田
沼
一
正
雄

自
分
の
住
む
町
を
愛
す
る
地
域
住
民
が
、
町
の
詳
し
い
記

録
を
残
し
、
広
く
市
民
に
伝
一
え
た
り
子
供
た
ち
の
教
材
と
し

て
後
世
に
遣
す

こ
と
は
、
誠
に
意
義
深
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

す
。
私
達
の
深
江
で
も
、
こ
れ
ま
で
に
し
ば
し
ば
町
の
腔
史

の
編
さ
ん
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
が
、
諸
々
の
郁
情
で
今
日

ま
で
実
現
い
た
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

度
重
な
る
高
潮
や
空
襲
等
の
苛
酷
な
災
禍
を
受
け
て
史
料

も
乏
し
く
、
深
江
の
歴
史
剥
査
は
相
当
の
年
月
を
要
す
る
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
こ
の
事
業
は
後
に
な
れ
ば
生
る
ほ
ど
困

雑
で

1
。
そ
こ
で
い
よ
い
よ
、
深
江
財
産
区
が
中
心
と
な
っ

て
、
昨
年
か
ら
そ
の
実
現
に
の
り
だ
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
~
。

神
戸
市
の
指
導
の
も
と
で
、
神
戸
史
学
会
の
田
辺
良
人
先
生

(県
立
御
影
高
校
教
諭
)
に
、
編
さ
ん
を
委
嘱
い
た
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
史
誌
編
さ
ん
の
過
程
で
、
は
か
ら
ず
も
、

二
百
年
近
く
も
こ
の
地
で
六
代
に
亘
り
医
館
を
聞
い
て
こ
ら

れ
た
深
山
ま
や
、
深
江
漁
業
協
同
組
合
、
神
戸
臨
船
大
学
の

ほ
か
、
事
く
の
市
民
有
志
か
ら
賞
重
主
資
料
の
提
供
を
受
け

ま
し
た
『
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
収

政

展

示

す

る
と
と
も
に
深

史料室だより |
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H

特
集

・
開
室
記
念

1

編
集
団
辺
民
人

発

行

神

戸
・
深
江
会
館

生
活
文
化
史
料
室

宇
田
神
戸
市
淑
調
区
深
江
本
町
3
I
5
1
7

電

結

神

戸

(0
7
8
)
4
l
I
0
4
7
5

江
を
中
心
に
地
域
社
会
の
昔
か
ら
の
生
活
文
化
の
発
展
を
研

究
し
、
そ
の
知
織
の
普
及
を
は
か
る
と
共
に
、
郷
土
深
江

へ

の
愛
情
を
養
う
た
め
に
、

こ
の
生
活
文
化
史
料
室
を
路
設
す

る
こ
と
に
な

っ
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。

誠
に
小
さ
主
飽
設
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
先
人
の
文
化
遺
産

を
守
り
、
こ
の
町
の
特
性
を
生
か
し
た
史
料
室
運
苗
を
い
と

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ど
う
か
皆
械
の
暖
い
ご
支
媛
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

開
設
に
際
し
て
財
産
区
・
史
料
室
あ
て
に
お
祝
い
の

電
報
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

守
生
活
文
化
史
料
室
の
オ
ー
プ
ン
を
祝
し
今
後
地
域
社
会
の

文
化
発
展
に
大
い
に
貢
献
さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま

す

。

衆

議

院

議

員

-
元
文
部

大

臣

砂

田

重

民

マ
念
願
の
史
料
室
完
成
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
郷
土
史
の

と
め
に
今
後
の
前
進
を
お
祈
り
し
ま
す
。

衆

議

院

誠

員

石

井

一

守
深
江
民
俗
博
物
館
オ
ー
プ
ン
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
あ
げ

ま
す
と
と
も
に
郷
土
歴
史
と
地
域
生
活
文
化
の
開
発
に

一
層

の
ご
活
紹
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

参

議

院

議

貝

金

井

元

彦

守
深
江
の
人
々
の
熱
意
と
凹
辺
先
生
の
努
力
に
よ
る
史
料
室

の
開
館
を
祝
福
し
今
後
の
ご
発
展
を
祈
り
ま
す
。

県
会
議
員

大

針

栄

英

夫

マ
生
活
文
化
史
料
室
の
完
成
を
心
か
ら
お
度
び
い
た
し
ま
す
。

神

戸

市

総

務

局

長

原

因

マ
開
館
を
祝
し
今
後
の
発
展
を
祈
り
ま
す
。

井
上
郷
土
玩
具
館
長

健

井
上

霊
S霊

一
史
料
室
オ
ー
プ
ン

叫

一一
月
二
十
一
日
、
深
江
会
館
で
附
筆
記
念
祝
賀
会
が
聞
か
れ

ま
し
た
。
開
室
当
初
、
報
道
開
聞
か
者
の
ご
支
援
で
こ
の
よ
う

な
多
く
の
記
事
に
な
り
ま
し
と
。
紀
録
用
に
特
集
し
ま
す
。

日
刊
ス
ポ
ー
ツ

白
川

2
M
(火
)

)

担
土
史
を
学
ぼ
う
、
と

~一E
，P
い
う
帥
き
が
喜
い
.
自
分

一ih
a
・一
の
土
地
の
知
直
そ
目
的
思

一グ
し一
し
て
ゆ
く
E
と
が
、
処
か

J

叩
J
-
な
人
凶
作
り
に
つ
な
が
る

〆
に

と
し
て
、
最
近
は
中
、
日

M
M
で
も
促
虫
の
時
間
に
描

土
史
亭
前
べ
た
り
、
見
学
す
る
ケ
ー

ス
が
咽
え
た
V
神
声
市
班
踊
反
問
江

に
八
十
平
方
針
由
、
さ
さ
や
か
な
町

の
凶
出
博
物
館
が
才
l
プ
ン
し
た
。

山
神
間
江
配
の
す
ぐ
間
隣
に
大
日

引
か
抑
社
出
品
る
.
そ
の
況
円
に
田

江
企
舶
が
あ
る
が
、
会
副
の
北
側
広

別
却
と
し
て
也
伐
さ
れ
た
.
間
泊
三

年
の
四
よ
酎
(
同
世
間
)
の
抽
出
昨
可

抗
、
閃
ム
ソ
悼
の
帝
時
に
的
地
し
た
申

胃
、
内
な
わ
院
や
四
台
、
古
文
由

制
。
み
ん
屯
町
の
人
々
叫
自
ら
の

手
で
日
ち
む
っ
た
V
田
江
川
部
ぽ
官

皿
金
の
太
田
出
合
長
に
よ
る
と
、
関

山
邸
主
荘
村
と
同
庁
ん
で
い
た
己
ろ

か
ら
‘
村
山
を
い刷却
し
よ
う
と
い
う

由
さ
が
あ
っ
た
。
植
に
近
い
町
な
の

で
世
は
引
紛
争
ほ
U
的
風
水
浴
が
た

え
な
か
っ
た
と
い
う
.
そ
れ
で
も
柑

を
盟
す
る
村
山
出
は
刀
そ
合
わ
せ
土
地

を
守
っ
て
き
た
.
そ
の
記
却
を
世
き

泊
し
て
お
己
吾
、
と
い
う
の
出
拍
ま

り
だ
っ
た
V
R
初、

川
川
町
を
剖
ん
だ

人
が
亡
く
な
り
、
二
人
自
の
入
が
武

宮
で
胃
島
宇
出
し
て
し
ま
っ
た
.
そ

ん
な
こ
と
で
担
土
詑
は
た
な
上
げ
拭

悶
に
な
っ
て
い
た
.
昭
和
五
十
年
ご

ろ
に
年
が
た
て
ば
た
つ
ほ
ど
、
わ
か

ら
な
く
な
る
と
い
う
E
と
で
制
出
町

田
の
田
辺
枇
摘
ら
の
グ
ル
ー
プ
に
拙

潤
し
て
む
郡
山
め
に
か
か
っ
た
。
だ

か
ら
C
れ
は
郷
土
品
刷
出
ま
で
の
由

晴
掛
起
で
生
ま
れ
た
川
泌
物
だ
っ
た

v
Z
宿
文
化
史
料
盗
」
と
名
づ

廿
、
室
廷
を
ま
か
さ
れ
た
田
辺
教
抽

は
「
持
味
は
描
出
金
を
聞
い
た
り
見

学
金
な
ど
も
や
っ
て
‘

町
民
と
田
尋

し
た
も
の
に
し
た
い
」
と
胸
そ
ふ
く

ら
ま
せ
て
い
る
.
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身
近
な
歴
史
探
訪
の
場

間
鋸
貴
重
な
道
具
な
ど
千
点

.;;::;:・'::;::'・:叫・.;.;・:::::;:::・'::.・.;.;.

掴
土
に
辰
わ
っ
て
い
る
古
い
生
活
用
典
ゃ
が
ん
異
な
ど
白
毘
他
置
叫
を
佳
世
に
伝
え

4
フ
と
、
神
戸
市
商
置
区
評
立
地
区
白
住
民
た
舌
炉
、
抱

一耳
目
神
社
の
揖
円
に
立
棋
な
亙
活
文
化
量
産
を
軍
挫
し
た
。
い
わ
ば

，ミ
ニ
重
博
物
館
a

で
、
主
張
ら
警
ら
れ
t
約
千
点
に
の
ほ
@

民
情
貴
棋
の
藍
煙
、
聞
到
も
ほ
沼
終
わ
っ
で
お
hu、
あ
と
は
二
月
二
十
一
日
目
開
館
を
持
つ
ば
か
D
。
し
か
も
聞
係
者
は
e

「
虫
料
室
自
主
催
で
講
商

品
や
見
学
会
ぞ
聞
い
て
い
く
」
と
F
P
Zく
ら
ま
せ
て
お
り
、
掴
土
の
歴
史
評
訪
の
組
一
点
と
な
る
手
陣
。
。
博
物
館
と
し
て
苔
尋
悼
注
目
薬
由

幸
手
句

日清、日開戦争時白血llfi!(がいせん〉宇理由記章白拝

月
刊
耳
目

H
d」
史
料
室
建
設
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
深
江

一
資
料
提
供
は
一

I
I
I
-
r
l
で
六
代
続
く
医
師

・
深
山
健
二
家
か
ら
収

蔵
品
の
大
半
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
が
、
そ
の
他
に
、
志
升

正
夫
氏
、
志
刊
保
治
氏
、
永
井
彦
右
衛
門
氏
、
伊
吹
順
隆
氏
、

太
回
垣
正
雄
氏
、
永
井
静
江
氏
、
深
江
消
防
団
、
深
江
漁
協

な
と
か
ら
、

武
重
主
資
料
の
提
供
を
う
け
ま
し
た
。

大
正
時
代
の
物
と
思
わ
れ
る
寓
ち
ゅ
う
副
の
酒
が
九
器

シ.:.、....-...............'・，'，・.;................ '・e・'............... 
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史
出
荷
窪
田
川
吉
重
た
白
は
、
同
区
漂
立

し
い
」
と
迫
£
信
頼
し
、
管
理
畠
が
抱
と
古
物
に
白
か
れ
た
亘
月
用
の
ぜ
ん
、

奈
目
=
ア
五
ノ
右
指
究
田
章
宮
(
お
お
一
揖
白
佳
民
に
鎚
供
老
眼
目U
か
廿
セ

一
そ
れ
に
昭
和
初
期
に
匝
っ
た
間
町
用
白

ひ
る
め
)
神
社
由
一
角
.
E
D揖
円
に

一
己
れ
に
討
し
、
江
戸
束
期
か
白
六
代
一
半
用
申
、
損
り
に
は
究
か
せ
な
か
っ
た

は
す
で
に
揮
詑
財
産
寵
霊

n太
田
一
蹄
〈
医
者
一
吉
田
山
岨
ニ

Zpb一
だ
ん
じ
D
皐

君

事

、

古

い

華

麗

語

表

3
0事
た

「

警

丁

同

区

富

江

主

プ

六

n官
「
明
一
白
書
吾
、
害
時
代
の
宮
家
白

金
芭
が
畠
up、
史
料
帯
ぽ
4
f
m
U
別
問
一
拍
八
年
に
殖
で
た
自
奮
を
蝉
革
ず
る
四

一す
興
味
理
い
物
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。

と
L
て

慈

し

わ

れ

た

.

一

で

、
伝
わ
っ
て
い
る
古
い
器
用
号
一
一
一
月
二
十
一
日
の
開
国
語
、
巨
週

建
物
は
艇
踊
コ
ジ
ク
D
lト
二
階
直
一
ま
と
め
て
寄
聞
し
た
い
」
少
温
い
も
か

一
土
、
日
田
自
に
隅
輯
岳
開
す
る
が
、
一

て
、
廷
司
床
司
壇
は
約
八
+
三
平
方
一
け
由
申
し
出
が
あ
っ
た
.
さ
っ
そ
〈
同
一
度
に
全
一悼
の
三
丹
の
一
ほ
ど
し
か
屋
市

M
二

軍

事

吾

参

事
務
所
主
ぞ
一
世
聞
か
問
手
νた
と
こ
る
、
建
立
も

一
で
き
な
い
詰
定
期
的
民
主
実

員
、
一
閣
が
票
し
買
な
ぜい
担
一
白
誕
々
と
見
つ
か
D
・
宝
白
山
a
で
一
議
へ
聞
に
は
テ

I
Zし
ぼ
っ
た

霊
な
ど
率
的
る
書
聞
に
な
っ
て
い
一
品
目
さ
と
が
わ
か
D
、
問
暗
雲
で
も

一特
別
祭
ど
も
聞
く
計
時
乙
白
ぽ

る
。
展
示
宰
ほ
間
白
が
=
一
H
強
、
主
「
せ
っ
か
く
の
を
蓉
踊
に
は
で
吾
な
一
か
、
田
辺
懲
罰
を
中
心
に
里
担
笠
白
ス

行
き
が
杓
十
肘
白
細
長
い
圏
直
で
、
す
一
い
」
と
畠
き
ょ
史
掛
室
の
強
睦
を
酎
圃
一
タ
ッ
フ
を
詞
将
υ、
史
安
白
嗣
曜
を
は

Eガ
ラ
ス
署
員
列
ケ
1
1
に
一
す
是
ど
、
話
は
ト

y
b拍
子
に
謹

τ読
ま

主

主

白

宮

砲

な

事

は
、
江
戸一
時
代
吉

晴

、

主

昭

一

ん

だ
と

2・
一

軍

な

誌

を

守

広

げ

る

と

い

う

・

朝

zzfc白ば一
E
E、
害

防

丹

田

量

一

団

員

人

県

議

商

事

昌

吉
賢
器
=
一
百
点
が
び
っ
'
事
長
一
会
世
画
ら
も
質
量
な
品
物
音
提
供
一
関
土
に
揖
ぜ
る
住
民
の
憲
民
、
+
ふ

ん
で
い
る
・

τ、ζ
れ
ま
を
に
霊
っ
た
白
は
約
千
一
警
察

長

た

・

2
い

惑

で

彊
設
の
き
っ
か
げ
は
、
昨
年
四
月
、
一
点
。
串
山
さ
ん
か
ら
世
院
さ
れ
t
明
抽
一

J
三
博
物
館
‘
が
誕
生
す
る
の
は
県

同
財
産
区
宮
理
会
が
県
立
回
腎
高
置
の

一
時
代
白
開
揖
揖
や
注
射
器
、
実
ぴ
ん
は
一
下
で
も
例
が
な
い
だ
白
守
主
地
草
の
歴

田
辺
貝
人
整
理

E
.霊
量
一
か
り
な
ど
の
事
器
禁
初
め
、
明
泊
五
と
語
文
化
由
主
主
阻
T
す
ば

史
'
白
捕
さ
ん
を
依
頼
し
た
こ
と
か
一
の
ひ
な
人
静
や
大
正
時
代
の
手
供
用
白
一

b
し
い
蝿
点
に
な
る
よ
ヨ
出
来
高
国
的

向

田

辺

誼

控

問

重

吉

「幸
三
レ
コ
ー
ド
長
与
の
ト
-
フ
な
ど
が
ん
一
助
力
し
た
い
。

に
な
る
貰
軒
業
主
主
宰
仔
提
出
て
ほ
一
品
、
世
嬰
D
ょ
う
ち
ん
、
針
商
、
明
朝
一

来
月
幻
目
、
喜
び
の
開
館

生活の香 りに満ちた博物館に 田辺敢闘〈右から二人目〉を中心に量制の盤還を

する;?!i江財産区官理舎の世員たち=神戸市距詰!l<!;!江主町の生活文化史料室で
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盟
問
の
師

υ付
け
を
す
る
田
辺
先
生
〔
右
酎
)
と
鞍
え
号
、

曹
理
畠
白
人
た
ち

目録作ら教え子と
一神戸・深江の民俗博物館一

元県立芦屋高の田辺教諭b

と
申
し
出
が
あ
っ
た
の
掛
ほ
じ
め
、
区

内
の
人
た
ち
か
ら
約
千
点
が
開
江
古
聞

に
寄
せ
免
?
の
で
、
酷
間
コ
ン
ク
リ

ー
ト
二
閏
陸
て
E
ベ
約
八
十
=
一平
方
財

の
史
料
室
争
薪
型
、
一
悶
は
倉
曲
、

一
一

昭
L
ガ
ラ
ス
ケ

l
z
tど
世
間
い
た
柑

腔
堕
京一
揖
と
事
罰
蛍
巷
停
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
戸
占
抗
市
古
柑
は
田
辺

先
生
一
人
で
聞
置
し
宮
品
ず
、

障
を
聞

い
た
問
屋
高
時
代
の
敢

r4士
、
世
間
水

干
さ
ん
つ
一
色
(
世
鹿
市
山
手
町
〉
と
距

庖
路
子
さ
ん
(
エ
0

)

(

岡
市
垣
間
町
)
が

今
年
初
め
か
告
畠
力
、
土
、
日
咽
に
分

割
、
目
師
づ
く
D
堂
宇
量
っ
て
い
る
。

鹿
示一
品
は
、
関
ヶ
聞
の
暗
い
で
阻
わ

れ
た
よ
ろ
い
、
か
お
と
、
日
間
、
自
由

一時
争
の
悶
服
、
回
開
、
間
防
聞
の
は
っ

一び
、
串
師
、
開
江
拙
醐
の
引
世
帯
か
ら

同

重

量

陸
、
太
田
室
長
率
一
っ
た
毒
富
片
昔
、
四
十
九
年
三

一
言
語
の
サ
ラ
パ
チ
な
ど
の
陶
閥
、

益
事
宣
言
暴
風
い
た
っ
た
一
六
甲
山
毘
の
車
窓
山
で
見
つ
け
、

一皿
竪
一
年
(
一八
六
七
あ
奮
闘
、
明

の
が
き
っ
か
け
。
「
こ
の
さ
ま
明
主
京
土
史
に
置
付
け
し
た
ほ
か
、
亙
一戸

拍
果
実
の
水
筒
、
聖
観
、
言

語
温
も
れ
て
し
幸

2
2考
え
た
同

-E間
」
君
臨
し
た
D
、
霊
童
一
ん
君
、
医
学
菌
、
語
、
大
正
時
代

金
盛
時
管
理
由
霊
園
生
、
J

謹
呈
で
ほ
生
桂
三
聞
に
「
曹
七

芦
屋
一
富
富
と
レ
コ
!
宅
金
、
カ
ル

震
の
人
た
ち
と
相
一
穂
霊
責
己
一
忌
墨
画
文
化
財
と
宮
容
を
研
-
在
宅
主
背
の
コ
イ
の
ほ

D
、

ろ

田

辺

先

生

露

呈

塾

包

師

事

一

語

君

主

党

墜

春

、

富

一括
ベ
っ

E
の
か
ん
ざ
し
、
ウ
ン
の
鞍
、

臨

し
ち

哀
に
屈
し
た
が
、
太
田
担
金
品
審
易
型
、
火
霊
主
呉
国
、
民

田
辺
先
生
は
聞
宇
大
史
答
案
眠
吋脅

圃
い
で
{
地
警
掛
っ
て
註
rz豆
島
、
企
曲
、
パお
事
ゃ
、
宜
閣
の
夏

し
た
四
十
六
客
室
一
豊
富
霊
一
文
相
史
室
哲
て
ほ
U
い
」
主
主
野
に
控
つ
に

支
量

産
w

事

く

で
一
社
会
事
担
当
。
文
世
話
(
一
八

τた。

一含
ま
れ
て
い
る
。
オ
ー
ブ
ン
桂
は
士
、

xl一八
=
δ
〉
に
起
き
た
重

一

室

の

呼

び

か

宅

同

暴

挙

一
日
咽
に
開
時
四
率
三
に
展
示
替
え

打
出
両
村
(
現
問
屋
市
)
と
住
吉
、
横
一
町
三、

医
師
開
山
由
こ
さ
ん
か
ら
「
明

一伊
予
定
。

呂
、
組
師
、
田
中
、
師
帯
、
岡
杢
ハ
か
一
拍
八
年
に
珪
τ

て
A
dれ
た
自
宅
脅
-
輩
、
曹

村
(
神
戸
市
〕
の
水
争
い
の
原
因
に
な
一
品
。
の
で
、
古
い
医
学
留
や
器
具
を
」

円
四
民
】
県
立
問
毘
商
担
に
動
間
中
、
問
屋
前
内
の
師
土
史
料
聖
尭
捌
し

た
田
辺
真
人
世
員
三一Z
P
(
現
県
立
回

Ee如
、
神
戸
市
斑
醐
区
間
江
木
町

=
一
、
開
江
・
大
白
神
社
の
境
内
に
完
成
し
た
眼
江
財
産
区
脅
剖
蚕
(
太
田
坦

汗
話
会
晶
〉
の
わ
が
町
民
曲
博
物
問
司
神
戸
郡
江
古
拙
生
活
文
也
史
料
室
」

で
、
教
え
子
二
人
と
と
も
に
摩
一回晶
の
盟
理
や
飾
灼
荷
け
に
品
台
れ
て
い

る
。
同
室
は
開
江
地
区
の
人
た
ち
が
、
相
え
ゆ
く
史
料
壱
保
存
す
る
た
め
に

新
車
、
各
家
凪
に
古
く
か
台
国
わ
る
生
活
用
品
世
揖
ち
寄
っ

τ辺郡
す
吾
首

の
で
、
二
月
二
十
一
回
オ
ー
プ
ン
す
る
。
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神戸で江戸末期の貴重な資料

医罰斤棄J=  f申

種
痘
の
免
状
や
カ
ル
フー

嘉
照
深
江
の
史
料
室
に
展
示

イ
ギ
D
ス
の
ジ
ェ
Y
ナ
ー
が
盗
見
し
一
て
い
る
だ
け
官
接
良
時
代
か
ら
明
泊
ま

日
本
官
は
式
辰
・
適
黒
田
一
括
方
出
陣
ら
三
あ
百
回
も
の
一
癌
仔
が
あ
っ
主
胸
部
。

の
務
力
で
持
及
し
た
実
用
回
目
予
防
一
発
見
さ
れ
た
近
県
に
は
大
阪
誠
日
開
か

皆
、
掴
聞
の
埠
入
聞
の
あ
り
さ
ま
を
知
一
ら
町
免
状
や
個
人

E
と
白
カ
ル
テ
な

る
院
胞
な
買
掛
刑
、

ιの
ほ
ど
神
戸

一
ど
、
江
戸
佳
朋
か
ら
問
泊
朝
朋
へ
か
け

市
買
園
田
区
海
江
主
町
の
区
雨
宅
か
ら
一
て
の
長
師
の
究
閉
症
へ
の
罰
則
な
取
D

見
つ
か
っ
た
。
交
知
直
は
今
で
と
そ
一
組
み
章
一
っ
か
が
わ
せ
る
世
直
な
も
の
が

地
問
上
か
b
拍
時
し
会
出
島
問
と
い
わ
一
手
い
.

れ
て
い
る
が
、
自
主
で
も
包
卦
に
臨
勺

ζ
の
唖

g
に
闘
す
る
世
起
は
、
二
十

を
聞
い
て
「
百
十
年
も
た
つ
た
草
に
は

か
ノ
一
必
ず
置
昆
な
揖
起
が
あ
る
」
と
判
断
。

へ
3

一
取
D
苧
υ削
に
間
宮
を
紛
れ
旧
軍
白
曹

当

r
-

器

一
聞

pζ望
し
た
と
己
d

也
、

盛

な

も
区
一
覧
脇
市
世
苦
〈
眠
っ
て
お
P
、
田
山
院

畑
闘
で
一
丑
喜
躍
で
票
出
品
に
こ
ぎ
つ
げ

時
擢
室
一
九

問
問
問
一
見
つ
か
っ
た
差

も
り
は
、
主
一
戸
時

た
声
化
一
代
の
聞
単
君
主
#
聾
v
d
H
方
制
崎
ら

つ
神
文
一

主

主

選

立

し

た

大

震

富

話

回

し

た

ヲ
料
生

一
睡
盟
問
か
b
の
温
痘
提
福
免
許
試
や
、

見出
R
江一

ら
宇
毘
一
種
痘
白
骨
県
空
審
祖
、
T

小
揖
輔
別
の
入

手

古

書

し

た

・

P
R
チ
ラ
シ
e
な

山
百
ノ
一
p-
.
ま
た
、
文
久
年
間
(
一
八
六
一

l

漂一
け
百
一
-
八
六
回
)
に
行
っ
た
種
世
に
つ
い

一
て
、
個
λ
Eと
応
扇
痘
の
位
置
を
宙
い

-
日
か
b
才

I
プ
Y
す
る
胃
戸
田
江
A
H

一
た
短
冊
田
一回
.
ガ
ル
テ
'
も
晶
る。

周
・
生
活
文
化
忠
世
室
(
田
辺
真
入
室
一

E
れ
b
m
E
E棋
は
免
許
状
が
刷
出
三

長
、
神

F
間
関
檀
区
間
江
志
町
三
ノ
五

一
卑
の
ほ
か
は
ほ
と
ん
ど
立
戸
時
代
の
一記

ノ
七
)
白
容
早
朝
岨
症
の
過
坦
で
見
つ

一
揖
.
郡
山
宮
山
訪
問
罪
桂
か
主
ハ
代
向

か
っ
た
。
史
軒
重
の
由
明
在
進
め
て
い

一
地
で
拙
い
て
い
る
民
者
だ
が
、
置
制
は

る
出
江
財
』E
d
E
q
m
盈
の
番
闘
で
品
言
一代
田
玄
石
の
こ
ろ
の
も
白
が
多
い
.

る
、
同
区
間
江
主
町
三
ノ
九
ノ
一
、
志
-
玄
右
は
揖
武
二
年
(
一
八
四
九
)
に

井
正
売
さ
ん
宝
ら
が
近
〈
の
鹿
山
医
院

一
自
主
で
孟
格
的
に
担
ま
っ
た
頑
但

41

H
田
山
理
ニ
院
長
官
乙
"
の
改
密
計
回

一
揖
武
三
埠
に
大
医
世
笹
原
か
ら
察
医
許

可
証
と
骨
話
P
妥
け
た
こ
よ
前
公
式
の

記
百
四
に
掛
っ
て
い
る
人
で
、
探
江
を
一
世

開
地
に
揖
揮
で
時
心
な
胆
宮
市
酎
を
説

け
て
い
た
.

開
山
ま
か
ら
は
ζ

の
ほ
か
、
間
泊
初

期
の
ド
イ
y
製
阻
撤
睡
や
古
い
医
宇
宙

な
ど
も
間
史
時
室
へ
寄
啓
ロ
れ
て
お

D
、
館
内
町
一
部
は
さ
な
か
ら
雇

学

の
歴
史
コ
ー
ナ
ー
の
陸
相
。
志
井
さ

ん
や
、
太
田

壇
辰
雄

・
削
淫
区
管
理

金
量
も
、
次
々
と
見
つ
か
る
歯
車
な
医

単
買
掛
に
噴
出
宙
開
.
「
田
山
さ
ん
白

旧
宮
山
μ

モ
白
ま
ま
取
り
損
害
れ
て
い
た

ら
世
虫
な
も
の
が
散
海
ヲ
る
と
こ
ろ
だ

っ
た
.
丹
掴
唱
と
が
で
き
た
色
辱
刷
民

と
し
で
講
嗣
畠
な
ど
も
開
き
た
い
」
と

留
ん
官
い
る
。

問
史
料
話
取
喜
朗
目
立
政
の
開

聞
で
、
二
十
一
巳
L
オ
1
プ
y
し
‘
臣

週
土
、
日
開
日
に
一
般
公
開

{
事
前
に

直
結
す
れ
ば
平
日
も
』
す
る
.

{
協
力
団
体
}

現
在
、
神
戸
市
教
育
委
員

会
東
護
区
役
所
-
神
戸

史
学

会

・
武
陥
史
学
会

芦
屋
市
教
育
委
員
会
・
芦

屋
市
文
化
財
翻
査
団
神

戸
商
船
大
学
剖
上
郷
土

玩
具
館
神
戸
事
偽
歴
史

博
物
館
・
大
丸
サ
ン

T

V
探
江
ン
ョ
ョ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
i

等

に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
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金曜日

1町の人たちでミ民俗物館一

1981年(昭和56年)2月20日昆罰義正予Eヨ毛主用

民
具
な
ど
問
点
提
供

ま
ず
「
歴
史
展
」

贋
一
市
制
を
並
べ
た
生

活
文
化
史
料
E
H
神

戸
市
東
揖
区
毘
江
本

。
町
一一一
丁
目
で

神戸深江会館であす開館

町
の
歴
史
の
.
証
人
物
で
あ
る
民
こ
の
ほ
か
、
古
く
か
ら
の
民
出
担
ど
か

呉
、
史
料
を
出
し
あ
っ
た
、
町
の
人
の

ら
火
ナ
ワ
師
、
写
耳
、

生
活
用
品
な
ど

芋
に
よ
る
属
借
博
物
阻
「
神
戸
時
江
舎

も
集
車
内
許
干
二
百
点
巴
の
ほ
っ
た
.

舶
生
活
支
出
史
料
富
」
却
、
神
戸
市
民
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
量
平
借
り
て
の
骨
掴

種
区
間
江
本
町
三
一
丁
白
、
判
同
深
江
金

聾
却
に
半
年
か
か
っ
た
.

館
の
別
固
と
し
て
二
十
一
日
、
定
1
7

一方
、
間
江
同
珪
区
腎
盟
告
で
は
、

ン
す
る
.
地
元
の
深
江
凶
庖
区
廿
理
会

「
ひ
と
た
び
散
血
す
れ
ば
二
度
と
民
ら

(式
回
垣

E
睦
岳
盛
)
却
金
問
を
珪
な
い」

と
、
保
管
、
堕
耐
の
全
国
ヲ
く

て
、
県
立
制
野
高
桂
の
回
迫
真
人
教
曲
り
に
割
り
出
し
た
.
陪
属
、
町
の
需
品

2
5
ら
グ
ル
ー
プ
却
町
の
置
栴
の
収
用
具
の
収
納
所
と
し
て
計
画
し
て
い
た

盤
、
昨
盟
を
す
す
め
た
.
プ
レ
ハ
ブ
古
臨
血
聞
の
予
定
語
大
闘
に

問
中
察
当
J

く
り
は
昨
年
、
班
種
区
手
但
し
し
、
世
間
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階

却
区
制
弗
足
三
十
周
年
を
迎
え
た
の
を
珪
て
醒
ベ
約
八
十
平
方
討
の
全
国
逗
作

田
舎
に
惚
江
出
町
医
粁
難
盈
却
田
辺
瞳
り
、
一
一
階
を
堕
m
と
相
暗
所
の
同
史
料

簡
に
曲
目
刺
し
「
開
江
村
臨
」
の
師
曲
者
箆
に
当
て
た
.

軍
か
甘
た
の
が
き
っ
か
け
.
潔
江
地
区

捕
ま
っ
た
も
の
は
、
と
り
た
て
て
酷

は
庭
福
な
る
届
開
被
告
や
軸
争
中
の
冒
し
い
も
の
は
世
な
い
か
、
町
泊
年
軸
苦

し
い
空
閣
の
た
め
、
古
い
も
の
は
あ
ま

し
の
ば
せ
て
い
る
と
こ
ろ
が
見
ど
ζ

抗日山
間
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
ろ
・
田
辺
教
抽
は
「
町
の
人
の
古
い
も

回
臣
柾
を
ま
わ
す
な
ど
し
て
官
澗
の
挫

の
へ
の
盤
置
や
同
意
民
感
心
し
て
お
手

供
を
呼
び
か
け
た
.
ち
ょ
う
ど
江
戸
時
佳
い
し
た
.
と
ん
な
立
派
な
史
料
室
が

何
末
期
か
ら
六
代
醜
い
た
医
者
却
、
臓
で
き
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
と
い

火
を
ま
ぬ
が
れ
た
古
い
眠
敷
の
取
り
岨
う
.
当
初
、

「ふ
る
さ
と
の
聞
史
民
」

し
を
は
U
め
た
き
る
.
盟
認
の
と
し
て
一約
三
百
密
集
、
そ
の
量
、

-

医
学
控
の
間
車
ノ
ー
ト
や
医
昔
、
古
い
事
町
ご
と
に
古
い
軒
聞
特
盤
、
地
園
、，

医
眠
時
品
を
は
じ
め
民
具
な
ど
事
位
制
眠
争
と
申
落
と
い
っ
た
テ
1
7
剛
白
血

・0
つ
か
っ
た
.
当
主
は
「
世
め
も
の
一
訴
を
臨
み
た
い
と
い
っ
て
い
る
.
開
館

は
、
み
ん
な
の
も
の
」
と
快
く
提
棋
.

は
土
、
目
眼
目
で
入
館
は
無
担
.

目
語
者
か
ら

H

深
江
の
史
誌
の
編

さ
ん
の
中

で
集
ま

っ
た

一
千
点
の
民

共
を
収
蔵
し
て、

地
域
社
会
の
歴
史

と
生
活
文
化
の
歩

み
を
教
え
て
く
れ

る
郷
土
生
活
の
ミ

-ニ
歴
史
博
物
館
/

凶
館
以
来
、
市
民

の
有
志
、
役
所
関

係
者
、
報
道
側
係

者
、
郷
土
史
研
究

者
な
ど
本
当
に
た

く
さ
ん
の
方
々
の

お
世
話
に
な
り
ま

し
た
/
今
や
展
示

品
の
四
倍
も
の
資

料
が
収
蔵
さ
れ
ま

し
た
が
、
ま
だ
ま

だ
あ
り
ま
し
た
ら
、

ご
寄
贈
く
だ
さ
い

/
当
室
で
は
展
示

の
ほ
か
見
学
会
や

説
演
会
も
催
し
ま

す
し
、
こ
の
よ
う

6 

寺
冊
子
を
刊

行
し

ま
す
。
原
稿
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
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史
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江
戸
中
期
か
ら
の
千
三
百
点

雰n-

ど
。
ま
た
地
元
自
捕
と
し
で
有
名
だ
っ

た
打
出
院
の
陶
畠
田
閥
、
近
世
盟
国
明

に
組
わ
れ
た
か
ぶ
と
や
火
珊
抗
、
大
正

朗
自
子
供
四
ま
ま
と
と
函
且
、
ク
ワ
、

ス
キ
、
と
う
晶
な
ど
の
圃
貝
な
ど
を

て
ニ
聞
に
直
示
し
で
い
る
。

田
辺
教
醐
は
「
町
の
人
た
ち
白
宇
で

一
こ
う
し
た
，
ミ
ニ
博
朝
館
a
が
作
色
れ

一
た
り
は
神
戸
市
内
で
も
初
め
て
。
今
世

理
江
地
雇
は
旧
鼠
桜
山
本
庄
村
で
、

一
た
。
神
戸
史
学
岳
会
問
で
県
立
国
軒
高

一
活
文
化
史
白
亜
躍
を
一
世
一

ι抱
一
め
て
届
一
は
年
四
回
ぐ
B
い
特
別
臨
を
聞
く
ほ

昭
和
土
ハ
、
七
寄
与
に
村
富
憲
一
世
話
、
田
辺
耳
入
室
乏

に
作
揖
一
一
宮
住
民
主
且
で
も
皇
う
と
、
京
、
襲
撃
ど
を
で
、
豊
富

桂
世
に
盟
そ
う
と
、
村
臨
担
刊
の
計
回
一
を
位
制
。
担
耳
目
静
江
問
問
区
画
理
章
一
間
江
古
掴
北
聞
に
酷
眉
二
階
埋
で
延
べ
一
史
セ
ン
タ
ー
に
し
た
い
。
地
」
冗
甲
小
、

が
あ
っ
た
。
し
か
レ
、
そ一
回
世
、
眠
災

一
(
太
田
壇
正
睦
室
長
)
が
、
回
開
複
で
一
八
O
平
方
肘
白
副
掴
を
盟
担
。
主
な
民

一中
学
桂
か
ら
も
品
学
四
申
し
込
み
が
き

や
水
百
な
ど
で
計
闘
が
中
止
さ
れ
、
一
一
一
住
民
に
協
力
を
呼
び
か
り
た
と
こ
ろ
、
一
興
や
史
澗
を
且
宗
し
た
。
一
て
い
る
。
理
江
盟
簡
の
昂
刊
は
三
、
四

十
五
年
に
は
神
戸
市
に
編
入
さ
れ
た
。
一
江
戸
間
代
末
用
か
全
ハ
代
田
い
て
い
る
一
史
料
の
申
に
は
江
戸
時
代
末
明
か
ら
一
ま
ん
を
〆
ド
に
出
め
た
い
」
と
括
レ
で

五
十
年
と
う
か
ら
住
扇
町
聞
で
再
一
町
内
白
医
師
や
一
眼
車
底
か
ら
江
戸
時
一
明
泊
時
代
に
か
廿
て
白
郡
置
の
免
状
や
一
い
る
。

び
、
旧
村
の
歴
史
を
聾
す
た
め
「
田
江
一
代
申
閤
か
ら
回
開
閉
ま
で
の
臣
貝
、
史
一
カ
ル
テ
な
ど
貴
重
な
虚
字
国
眼
目
古
文
一
同
里
担
聾
は
田
週
土
、
目
岨
自
に
開

室
」
を
覇
レ
ょ
う
と
露
首
一
翠
ど
約
千
三
百
点
が
寄
せ
吾
在
。
一
章
、
査
十
二
年
九
月
の
回
実
E
一曲
。
午
前
十
緊
急
重
宝
で
。

て
、
史
料
白
阻
提
唱
艶
型
な
ど
を
拍
拍

一

岡
山
間
一
区
宵
理
告
は
、
己
れ
ら
の
生
一
災
を
信
託
た
大
田
恒
日
新
聞
白
骨
外
な
一
入
国
は
問
料
。

塁手

i E 
5包

ま5
5? 

t f 
安主

主i

き
ょ
う
、
オ
ー
ブ
ン
祝
う

完皆司Eヨ与圭ヨ」

ミ
ニ
歴
史
ツ
ア

l
(
友
の

会
)

開
室
一
カ
月
で
史
料
室
を
支
え
る
友
の
会
(
小

嶋

悦

廊
代

表
)
の
会
員
は
約
百
名
と
な
り
、

半
日
の
散
策
を
計
画
し
ま
し
た
。

四

月

十
二
日

午

後

一
時
、
阪
神
大
石
駅
に
集

合

、

沢

の

鶴

酒

造

資

料

館

を

見

芋

L
、

酒

蔵
地
帯
を
訪
ね
ま
す
。
今
後
も
身
近
な
歴
史

発
見
の
散
策
や
他
地
方
の
文
化
に
接
す
る
パ

ス
旅
行
な
ど
計
画
中
。
年
会
費
千
円
で
す
。

ぜ
ひ
ご
入
会
在
。

7 

地壇の人たちの手で見直した隼活文化史開室
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神
山
戸
市
田
植
区
間
江
本

E-一「一地皿

白
民
共
や
史
料
を
蝿
め
た
ミ
ニ
服
史
開

駒
田
「
神
戸
部
江
虫
歯
生
活
文
化
堅
調

室
」
が
こ
の
ほ
ど
オ
ー
ブ
ン
レ
た
。
さ

さ
や
か
な
史
料
諮
だ
が
、
住
民
た
ち
が

力
を
合
わ
せ
「
拙
唱
の
文
化
滴
鹿
を
世

世
に
盟
そ
う
」
と
、
史
時
岡
躍
の
過
程

で
昨
っ
た
。
各
地
で
ふ
る
さ
と
垣
間
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
が
出
め
ら
れ
て

い
る
が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
砂
関
白
大
部

告
で
は
、
自
分
が
住
ん
で
い
る
町
田
腿

虫
を
知
ら
な
い
人
が
増
え
、
ふ
る
さ
と

車
問
も
商
い
の
が
割
問
だ
。
そ
ん
な
中

で
陸
生
レ
に
史
判
明
由
一の
完
成
を
取
材
レ

て
、
地
同
酬
の
人
た
ち
り
+
砲
に
対
す
る

，
泣
悶
'
に
疎
い
暗
闘
を
覚
え
た
。
神

声
の
街
白
片
す
み
に
暁
い
た
地
昭
文
化

由
一
曲
目
花
が
、
大
き
く
、
坦
か
に
ふ

く
色
晶
、
市
内
各
地
で
も
花
聞
い
て
ほ

レ
い
、
と
顧
っ
て
い
る
。

(平
野

丈
夫
配
管
)

ま
ず
史
料
室
か
ら
椙
什
し
よ
う
。
眠

神
世
酷
探
江
駅
南
町
大
自
彊
立
(
お
お

ひ
る
め
)
神
社
担
内
に
、
探
汀
財
庫
区

哩
剖
告
白
「
揖
江
会
阻
」
が
あ
る
。
吏

料
昔
、
そ
の
北
開
。
酷
閉
ニ
暗
躍

で
砥
ベ
八
O
平
方
肘
の
ち
っ
ぽ
貯
な
ク

リ
ー
ム
包
の
怪
物
だ
。
内
部
に
は
宜
民

年
間
(
一
八
五
回
1
一
八
六
O
)
に
圏

直

u
t状
盟
を
図
入
り
で
記
レ
た
「
盟

国
姓
各
自
」
(
羽
託
の
カ
ル
テ
)
や
明

治
Z

阜
の
活
卜
扇

(瞬
間
)
申
朝
間
間

可
状
、
回
泊
朝
閣
の
ド
イ
ツ
四
回
祖

輔
、
近
世
田
合
唱
に
盟
わ
れ
た
か
ぶ
と

や
火
刷
師
、
望
且
、
地
元
由
時
と
し
で

有
名
だ
っ
に
打
出
慌
の
陶
回
、
大
正
時

代
の
地
聞
や
耳
耳
、
新
聞
な
主
主
-
百

点
。
医
学
問
保
白
匝
料
は
江
声
未
聞
か

ち
六
代
も
脱
い
て
い
る
医
師
が
揺
慌

レ
、
問
問
団
は
古
い
格
納
即
か
色
曽
田

梢
陪
岡
県
を
揮
し
出
レ
、
神
社
m
E民
子

能
代
は
、
社
回
か
ら
函
且
や
史
料
品
&見

つ
り
、
岡
入
金
は

，
宜
白
目
'
で
世
田

生
活
用
具
を
描
暗
記
。
「
ウ
チ
に
こ
ん

な
古
い
曲
が
あ
っ
た
が
噂
」
と
虫
料

昔
持
ち
込
ん
だ
住
民
も
い
る
と
い
う
。

一
冊、，~ヲ'H~守合置

、" .~.'-、"
¥¥'.?' iJ 
) 

と
こ
ろ
で
虫
料
箆
は
旧
村
(
開
江
担
供
さ
れ
た
@

村
)
の
村
臨
(
間
江
虫
臨
)
を
嗣
出
す
私
は
ほ
民
か
ら
、
こ
ん
な
に
多
く
り

る
過
密
で
生
ま
れ
た
。
村
臨
昂
刊
り
計
史
時
や
民
且
対
自
主
的
に
寄
せ
ら
れ
た

画
は
田
租
土
ハ
、
七
年
E
ろ
か
ら
あ
っ
こ
と
に
睡
眠
す
る
。
「
自
分
た
ち
が
住

た
が
、
眠
抑
穴
水
由
、
神
戸
大
空
圏
、
む
宿
町
た
め
に
」
と
い
っ
て
も
、
大
事

?
=
l
ン
白
凪
白
商
削
担
習
な
ど
で
、
市
白
描
台
に
は
、
特

ι照
閲
心
白
人
が

斑
輔
が
阻
出
レ
で
提
現
レ
な
か
っ
た
。
多
い
と
臥
う
。
折
レ
く
移
り
住
ん
で
き

耽
世
田
二
十
五
年
に
は
旧
村
が
笠
戸
一
市
に
人
の
苦
い
宙
で
は
、
と
り
わ
け
そ
う

正
国
入
さ
れ
、
明
由
時
代
に
は
わ
ず
か
レ
た
嗣
向
が
強
い
。

仕
事
の
間
保
で
苔

亘
戸
足
ら
ず
だ
っ
た
匝
江
村
も
、
現
在
地
竜
転
々
と
レ
て
い
る
私
也
、
そ
り
土

は
約
六
千
三
百
戸
〈
約
二
万
人
)
長
一
戸
地
目
地
拙
文
化
に
は
閥
、
U
を
持
ち
な
が

世
や
人
口
が
刷
え
、
由
町
田
乎
も
す
っ
ら
も
、
世
聞
に
は
、
そ
う
い
う
，
師
聞

か
り
変
わ
っ
た
。
新
し
い
住
民
が
増
え
一
心
開
e
D
一
人
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の

て
地
居
白
鹿
児
を
知
る
人
も
融
合
な
く
点
、
探
江
地
区
で
は
古
く
か
ら
白
住
国

な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
田
江
財
匝
区
官
も
新
U
い
住
民
も
、
史
料
や
毘
且
な
ど

迎
苔
を
中
心
に
古
く
か
ら
由
佳
日
出
B
h
v
n文
把
直
面
H

白
日
剥
に
協
力
レ
た
。

土
地
に

深
ま
た
、
事
出
で
市
前
立
な
ど
得
点
体

が
限
り
た
史
料
簡
や
醒
史
問
物
曲
、
郷

土
雁
虫
館
な
ど
を
蹴
杏
く
見
て
世
た

1981年

〈昭和56年〉

3月228
〈臼踏臼〉

が
、
，
官
盟
M
N

だ
り
に
お
ざ
な
り
な
も

の
も
世
な
く
な
い
。
住
民
か
ら
民
貝
な

ど
を
半
盟
副
的
に
か
り
揖
め
て
郷
土
問

hu
愛
着
μ

住
民
が
つ
く
う
に
ミ
ニ
開
閉
闘
の
申

(右
は

n村
E
'
を
執
車
す
る
田
辺

真
人
さ
ん
、
左
は
耳
よ
財
E
区
百
理

吉
全
長
町
太
田
垣
正
雄
さ
ん
)

ζ
一

個

略
虫
摘
出
会
や
見
学
会
な
ど
も
拙
し
、

住
民
と
習
指
じ
た
，
歴
史
文
化
セ
ン
タ

ー
'
に
し

τい
古
た
い
」
と
話
す
。

地
域
の
歴
史
を
、
地
明
の
人
の
宇

で
、
地
時
の
人
の
た
め
に
臨
す
、
い
わ

ば
，

m白
根
文
化
'
。
こ
う
し
た
地
埴

文
化
白
柚
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動

や
地
雇
住
民
由
連
帯
に
役
立
ち
、
住
占

よ
い
宙
づ
く
り
に
寄
与
す
る
F

」
と
を
附

帯
し
た
い
。

、

み
ん
な
で
探
し
た
史
料
、民
具

「
旧
村
由
開
虫
延
世
世
に
盟
じ
、
伝
え

た
い
」
と
五
十
年
に
「
隈
江
史
酷
い
』
の

措
刊
を
開
ぴ
計
回
。
地
区
内
田
旧
訳
、

自
拍
金
迎
合
会
、
開
入
金
、
消
防
園
、

老
人
舎
な
ど
三
十
四
団
体
、
全
戸
六
千

三
百
世
帯
に
回
覧
置
や
文
面
で
協
力
を

呼
U
か
廿
、
こ
れ
ち
り
史
料
や
民
且
が

「
探
江
盟
酷
」
の
執
舗
を
陸
相
さ
れ
て

い
る
抑
戸
申
務
品
割
合
同
町
田
辺
耳
人
さ

ん
3
ι
は
「
土
地
に
閉
す
る
世
情
。
一

宮
に
尽
き
ま
す
」

と
い
う
が
、
住
民
自

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

ユ

ニ
ー
ク
な
文
化
園
陸
を
停
る
こ
と
が
で

き
た
、

と
い
え
る
。

物
姐
を
作
り
、
一
極
示
し
た
家
で
は
よ
か

っ
た
が
、
オ
1
7
J式
申
串
と
は
カ
ギ

を
か
廿
で
閉
じ
っ
ぱ
な
し
と
い
う
お
粗

末
な
倒
も
知
っ
て
い
る
。

そ
う
い
う
窟
障
で
も
、
住
田
が
力
を

合
わ
せ
て
史
料
室
吾
作
り
、
官
週
、
連

営
レ
、
地
域
文
化
。
向
卜
芝
、
，
陛
史

を
現
在
に
生
か
す
宙
づ
く
り
'
に
担
立

て
炉
買
J

と
の
担
割
は
肝
値
で
き
る。

開
高
庫
区
管
裂
委
長
の
太
田
坦

E
雌
苧
~
〈

f
}は
「
ち
っ
ぽ
付
な
史
料

室
な
ん
で
す
が
、
新
し
く
帯
り
住
ん
で

き
た
住
民
に
も
P
地
塙
白
隠
史
を
知
る

り
に
牢
M
つ
'
と
容
師
で
す
。
今
世
は


